
【別紙５裏面】

２．収支報告 単位:円

事業計画Ａ 事業実績B A-B 前年度実績 備考

利用料金収入 0

自主事業収入 61,079,000 62,453,940 (1,374,940) 58,590,710

物品販売収入 0

手数料収入 0

指定管理料 216,194,000 208,394,000 7,800,000 232,472,000

その他収入 6,077,000 6,125,794 (48,794) 4,947,206

収入総額 283,350,000 276,973,734 6,376,266 296,009,916

人件費 56,713,000 46,789,867 9,923,133 54,605,436

事務費 1,185,000 745,754 439,246 841,834

管理費 167,385,000 168,238,721 (853,721) 197,866,757

自主事業経費 58,067,000 61,199,392 (3,132,392) 42,557,317

光熱水費 0

リース料 0

その他 0

支出総額 283,350,000 276,973,734 6,376,266 295,871,344 0

0 0 0 138,572 0
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指定管理業務において協定等を遵守し、仕様書に沿った管理が行えることができた。

　平成７年の発足以来、河内長野市内の公園管理に携り、そのなかで得た知識や経験は、現在の市内公園管理には欠かせ

ないものとなっている。地域一斉清掃等の時期に配慮した除草等、各公園に応じた適正な管理を行った。
　また、緑の専門家集団として、地域に根ざした緑のまちづくりを推進しただけでなく、市内各公園・緑地において様々

な活動を行っているボランティア団体等の団体間交流を促進した。
　植木市やオータムマーケットにおいてはフリーマーケットを行い、テラナリエの愛称で親しまれている寺ケ池公園イル

ミネーションでは各種イベントを開催し、市内外の老若男女を公園に呼び込み、公園利用の活性化に大きく貢献した。
　ただ、依然として（公財）河内長野市公園緑化協会の知名度は総じて低いため、より一層の公園利用の促進やきめ細や

かな住民対応により、知名度の向上を図っていくことが求められる。


